
国立公園とジオパークの連携事業 
ジオパークフェスタ ～南紀熊野ジオパークをめざして～ 

南紀熊野ジオパーク実現に向けたシンポジウム 
 

  開催目的                                                            

 

ジオパークへの取り組みについて、地域理解の促進とジオ活動の仲間の輪の拡充、特に民間活動の充実 

や地域関係者のネットワークづくり、縦（民産学官）と横（広域）の連携協働の促進を目的として開催しました。 

 

  開催概要                                        

 

日時：  平成 26 年 3 月 23 日（日） 11:00～18:00 

場所：  那智勝浦町体育文化会館 大集会室 

主催：  南紀熊野ジオパーク推進協議会、近畿地方環境事務所 

共催：  和歌山県、新宮市、白浜町、上富田町、すさみ町、 

那智勝浦町、太地町、古座川町、北山村、串本町 

協力：  南紀熊野ジオパーク推進協議会構成メンバー、 

南紀熊野ジオ興しチーム、ジオ交流ブース出品・出店者の皆様                  ▲会場                                 

 

  開催結果                                          

参加者 約３５０名 

・地域の皆様をはじめ、ジオに関心のある県内外からの参加者（約 300 名） 

       ・南紀熊野ジオパーク推進協議会構成メンバーや南紀熊野ジオ興しチームメンバー並びに出展者のスタッフ等々 

参加者（約 50 名） 

 

 

 

 

 

 

 

   ◆ジオガイド記念講演【大集会室】                  11：00～12：00     

○ジオパーク先進地のジオガイドによる講演 

    

 

 

 

 

 

阿蘇ジオパークガイド  

山本 俊夫氏 

 

山陰海岸ジオパーク公認ガイド  

今井ひろこ氏 

 



   ◆シンポジウム〈第一部〉                        14:00～14:30      

○シンポジウム開会挨拶  ・・・ 南紀熊野ジオパーク推進協議会 会長 仁坂吉伸（和歌山県知事） 

                            ・・・ 環境省近畿地方環境事務所 所長 水谷知生 

○ジオパークガイド養成講座修了証交付式        

                           ・・・ 第一期 南紀熊野ジオパークガイド養成講座修了者を代表し、南紀熊野ジオ 

ガイドの会会長の神保氏に、仁坂会長より修了証が交付されました。 

○フォトコンテスト受賞式 

                                ・・・ 南紀熊野ジオパーク推進協議会で、地域のジオ資源を被写体にその魅力を 

引き出すフォト作品を募集し、多数寄せられた作品の中から最優秀賞１名、 

優秀賞 2 名に賞状と商品が授与されました。 

 

 

 

 

 

 

   ◆シンポジウム〈第二部〉                       14:45～15:40       

    ○基調講演  演題:『日本のジオパークがめざす方向』 

尾池和夫氏（日本ジオパーク委員会委員長、京都造形芸術大学学長） 

スライド映写により写真や図を用いながら７つのテーマ（①日本のジオパーク②安定大地と変動大地③日本 

海の拡大④世界の巨大地震⑤２０１１年東北太平洋沖地震⑥日本の地震予測⑦大地の恵み）に沿って、 

ご講演いただきました。ご講演の中では、今後の取組に活かせるご助言・ご指摘を数多くいただきました。 

❶ ジオパークには「見る」「食べる」「学ぶ」が伴うと考える。難しい学術的 

なことというより、日常の暮らしと共にあるべきで、ジオパークガイドには、 

専門用語を使わずに説明できるようなガイドを目指して欲しい。 

❷ 日本は地震が多い地域だが、ジオパークなど観光地の取組として、ハ 

ザードマップなどを準備することで安全安心をアピールすることも大切。 

❸ 当地のジオパークでは、例えば海底地形に着目し、陸から海にかけて 

の地形を、手で触れてわかる模型にしてアピールするとおもしろい。 

    ◆シンポジウム〈第三部〉                      15:50～17:50       

     ○パネルディスカッション  テーマ『南紀熊野ジオパーク構想と地域づくり』  

       「南紀熊野ジオパーク構想と地域づくり」というテーマで、南紀熊野エリアやジオパーク先進地のキーマンに 

ご登壇いただき、パネルディスカッションを開催しました。 

パネラー        ・・・  神保圭志氏・朝本紀夫氏・小久保綾子氏・後誠介氏、今井ひろこ氏 

                              (南紀熊野ジオパーク構想エリアのキーマン、ジオパーク先進地よりご登壇) 

地域のキーマン  ・・・  会場より参加 

コメンテーター   ・・・  尾池和夫氏（基調講演者） 

進行役        ・・・  加藤雅寛（環境省近畿地方環境事務所 熊野自然保護官） 



ジオ資源の活かし方（ジオカルタやジオスイーツ・・・）から、過疎地問題、婚活イベント、ガイド体制や料金、連携 

の大切さ（大学、他のジオパーク、世界遺産など・・・）など多岐にわたる話題があがりました。関係者からは、 

ジオパークの取組が地域資源の見直しと活用、さらには地域活性化につながることがわかった等のコメントが 

あり、ジオパークに関する現状・課題等の共有、これからの取組に向けた意識向上につながる機会となりました。 

 

 

 

    

     

 

○シンポジウム閉会の挨拶 ・・・ 那智勝浦町長 寺本眞一 

 

     ◆南紀熊野ジオ交流ブース【体育文化会館前屋外スペース】      12:00～18:00       

○ジオ特産市 

南紀熊野地域の自然や風土、大地の恵み！伝統や地域の人たちの手でつくりだされた地場産品が並びました！ 

ジオ特産市ブースは、ジオパークが単に地形・地質に限定されるものではなく、大地と共に生きる暮らしそのもの 

であることを、地場産品を通じて美味しく、楽しく、おもしろく体感いただくことを目的とした取り組みであり、 

たくさんの「美味しいジオ」が展示・即売され、大盛況に終わりました。 

 

                                    

 

 

 

 

 

○ジオパーク情報展示ブース 

       地域の有志で構成された「南紀熊野ジオ興しチーム」により、南紀熊野ジオパーク構想エリア内で実施した 

「あるもの探し」を通じて再発見した、ジオ資源やジオストーリー、人や自然、文化などの地域の魅力と、 

その保全・活用アイディアなども一挙公開され、日本ジオパーク委員会委員長の尾池和夫氏からも、 

先進的な取り組みであると高く評価されました。 

        ❶ 地域のジオ資源、ジオストーリー「あるもの探し」の成果発表  ❷ ジオサイト候補地の紹介  

❸ ジオパーク活動調査研究事業結果紹介               ❹ フォトコンテストの入賞作品展示 

 

 

 

 

 

◆ご協力、ご参加いただいた皆様、誠にありがとうございました。国立公園では、今後とも、ジオパーク活動      

の支援を通じて、持続可能な地域振興に寄与していきたいと考えています。どうぞ、よろしくお願いします。 

 

 

  

  


